
様式第１号 
下長瀬集落「集落営農ビジョン」 

                                                作成日：平成２８年 ３月２４日 
                                                修正日：    年  月  日  

 市町村名 湯梨浜町   組織名 長瀬中央東部営農組合 

 １ 地区の範囲 
     湯梨浜町 下長瀬地区 

 ２ 地区の概要 

 水田面積   １８．１ｈａ 主な水田栽培作目 水稲、飼料用米 農家数 ６７戸  

認定農業者数  ０経営体 人・農地プランの中心となる経営体数      １経営体 

 ３ 組織化及び集積率（経営、機械の共同利用及び作業受託）の目標 

        【項目】          【現状】 【目標】２９年度  

 
組 
織 
の 
概 
要 

 設立時期 
（規約等の制定日） 

   平成２７年 １月３０日     平成２７年 １月３０日 

 組織形態 
（該当形態に○を記入) 

・未組織     ・共同利用型 
・作業受託型 ・協業経営型 

・共同利用型・作業受託型 
・協業経営型 

 構成農家数                     ３１戸                   ３１戸 

農 
地 
の 
集 
積 

 集積面積       Ａ                ７．９ｈａ             ８．２７ｈａ 
 対象水田面積   Ｂ               １５．７ｈａ             １５．７ｈａ 

 集積率      Ａ/Ｂ               ５０．３２％             ５２．６７％ 

 
世代交代への取組 

  

 
新規就農者の活動参画 

  

 注１）目標は、事業実施最終年度の翌年度とする。 
  ２）設立時期の目標欄は、ビジョン作成時に組織が設立されていないときのみ記載すること。 
  ３）集積面積の詳細は、別表「集積目標（実績）一覧」により作成。 
  ４）集積率の目標は、50%超が採択要件。 
  ５）集積率の目標は、原則として現状よりも高い数値を設定すること。 
  ６）集積率の目標値を現状より高い数値に設定することが困難な場合、構成農家数の増、世代交 
    代への取組、新規就農者の活動参画のいずれかでも可。ただし、世代交代への取組又は新規 
    就農者の活動参画の欄に現状及び目標を記載すること。 

 



Ｉ 集落営農に対する基本方針  
 【集落農業の現状と課題及び課題を解決するための対応方針】  

 １ 担い手の明確化及び水田利用集積目標 
農村が抱える課題である農業従事者の高齢化、後継者不足等は、下長瀬地区において

も深刻化している。さらに、個々の農業者が農業機械を整備・更新すると負担が大きく

なり、個人で農地を維持することが困難となると、たちまち耕作放棄地の発生が危惧さ

れる。 
 こうしたことから、平成２７年に地域の農地は自分たちで守ることを目的として、長

瀬中央東部営農組合（以下、「組合」という。）を組織し、主に下長瀬地区の新たな担い

手として位置付けて、耕作が出来ない農業者の農地の耕作を行うこととしている。 
 水田利用集積は、現在、当該地区内において主食用米約３．６３ha、飼料用米約４．

３６ha を経営（水田利用集積計７.９９ha）しており、今後は８．２７ha を目標にす

る。 

 ２ 水田作付計画、生産調整の方針・具体策 
組合としては、水稲の経営、転作作物である飼料用米の経営を基幹として地域の農

業・農地を守るとともに、生産調整については町内の配分面積に従い、協力していく。 

 ３ 農業用機械施設の効率利用 

 組合では、田植機、トラクター等基幹作業に使用する機械については、集落内の農業
者の生産コスト低減等を図るため農業機械の個別導入をできる限り回避する方向であ
ることから、現在個別所有の機械を借り受けているが、今後、経営の安定化を図るため、
組合で機械を整備していく。また、併せてブロードキャスタ、サイバーハローを組合で
整備し、施肥、代かき作業についても省力化を図る。なお、収穫後の乾燥・調整作業に
ついては全てＪＡの乾燥調製移設を利用する。 

 ４ 世代交代、組織の後継者育成に関する方針 
 
本集落では、近年定年退職者２，３名を勧誘しているところであり、今後は、これら

若手を中心に機械作業技術習得を進めオペレーター育成を図り、安定的に運営できる体

制を整えて行く。 
 

 ５ 経営多角化の方針・具体策 
  

 
 
Ⅱ 農業用機械施設の整備方針 
  １ 機械施設の整備計画  

 機械施設名  規格能力  台数等  金 額（円）  導入予定 
 年月 

 本事業による 
 導入機械に○ 

 

乗用田植機  １台 2,093,000 平成28年5月 ○ 
トラクター 
 

 １台 4,737,000 平成28年5月 ○ 

ブロードキャスタ  １台 357,000 平成28年5年 ○ 
サイバーハロー  １台 1,057,000 平成28年5年 ○ 
      


